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    A 96-year-old woman was referred to our hospital with gross hematuria. Cystoscopy, computed 
tomography and magnetic resonance imaging revealed a submucosal bladder tumor. Incomplete 
transurethral resection was performed with no intraoperative complications. The histopathological 
diagnosis of nonmalignant paraganglioma was confirmed by immunohistochemical staining. This 
patient is the oldest of the 49 patients with paraganglioma of the urinary bladder reported in the 
Japanese literature. 
                                               (Acta Urol. Jpn.  43: 145-147, 1997) 




ぎない.今 回,わ れわれは文献上最高齢 となる96歳の






家族歴 既往歴:特 記すべ きものなし.
現病歴:1996年5月,肉眼的血尿に気づき当院泌尿
器科外来受診.尿 沈渣 にて400倍視野で,白 血球が
10・-15個,赤血球が2-3個 を認め,膀胱炎の診断で
抗菌剤投与 し経過観察 していた.し かし,肉眼的血尿




















織 に まで お よんでい るよ うに思 われた.同 部のMRI
検査 では,T2強 調画像(Fig.2)で,筋肉 より高信号
の,Tl強 調画像 で ほぼ等信 号 を示す腫 瘤 を認 めた.
CTお よびMRI検 査 とも骨盤 内 リンパ節 の腫脹 は認
めなか った.以 上 か ら膀胱粘膜下 の腫瘍 を疑 い手術 を
施行 した.
手術 所 見:腰 椎麻 酔 下 にTURを 行 っ た.腫 瘤 を
可能 なか ぎり筋層深部 まで切 除 したが,肉 眼上,腫 瘍
と思 わ れ る部 位 を完全 に切 除す る こ とはで きな かっ
た.術 中の血 圧 は最 高150/80mmHgで安 定 して い
た.
病理組織所見:膀 胱筋層部 に好酸性の広い胞体 を有
す る均 一 な腫瘍 細 胞 が充 実性 に増 生 して いた(Fig.
3).免 疫 染 色 で は,ChromograninA(Fig.4),
Neurospicificenolase(NSE),シナ プ トフア ジ ンが
いずれ も陽性 を示 していた.核 分裂像や血管内浸潤 は
認め なか った.以 上 か ら,膀 胱paragangliomaと診
断 した.
術後 経過:術 後2週 間膀胱 カテーテ ル を留 置 した
が,肉 眼的血尿 は認 め なか った.3週 後 には顕微鏡 的
血尿 も消失 した.術 後測定 した血 中カテ コラ ミンはノ
ル ア ドレナ リ ンが0.49ng/ml(0.10～O.45ng/ml)
と軽度 上昇 してい たが,ア ドレナ リンは0,04ng/ml
一
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ng/m1以下)と 正常 範囲 内 であ った.尿 中 カテ コ ラ







は,勝 目ら3)の報告以来,文 献上,自 験例を含め48例
が報告 されている.こ の48例においては82歳が最高齢
であり,本症例は96歳と文献上最高齢 となる.
古堅 ら4)の検討 に よる と,主 訴 は肉眼 的血 尿が
51.1%と最 も多 く,本症の三主徴である血尿,排 尿時
発作,高 血圧がすべて揃っているものは,6.7%にす







鑑別すべ き疾患 として,浸 潤性非乳頭状移行上皮癌
が問題 となることがある.鑑別するための最も有効な
手段 として,生検による病理組織学的診断が挙げられ
る.た だ し,生検 を行 う場合 も,coldcupにより採
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することから,TURに よる治療では不十分 と考 えら
れ,本症例の場合 も,TURか 切除 した最深部の標本
にも腫瘍細胞が認められたことから,膀胱部分切除術






行った症例では7例 中5例 が再発 したという報告ID
もあり,今後定期的に尿沈渣および膀胱鏡による検査
を行い,再 発 に対 してはTURを 行 う必要があると
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